
 02  行政体制の適正化と透明性の向上

◆ 行政ニーズに対応した組織
　 体制と定員管理の適正化

行政職の職員の退職に伴う補充は、行政
需要に対応できる必要最小限の採用とし、
定員適正化を推進しました。
　H27  338 人  →  H28  328 人 (10 人減 )

347 346

338

328 329

300

320

340

360

380

H25 H26 H27 H28 H29

職員数の推移（人）

次
世
代
に
つ
な
ぐ
健
全
な
行
政
経
営
の
確
立
を
目
指
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
を
推
進

期
間
と
す
る
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
行
政
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

第
３
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政
改
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大
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・

集
中
改
革
プ
ラ
ン
実
施
状
況

 01 新たな総合計画などの策定と実践
平成 28年度

取組実績

◆ 地方公会計制度の導入

統一的な基準による財務書類（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計
算書、資金収支計算書）を作成するため、公会計ソフトウェアを導入しました。

◆ ＩＣＴ ( 情報通信技術 ) の有効活用

スマートフォンなどで広報しかが閲覧できるよう、自治体広報誌配信アプリ「マ
チイロ」での運用を開始したほか、小中学校に電子黒板、タブレット端末など
を配置し、ＩＣＴの有効活用を図りました。

　

平
成
28
年
度
は
、
今
後
10
年
の
目
指
す
べ
き
ま
ち
の
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
構
想
と
基
本
計
画
を
定
め
た
第
２
次

志
賀
町
総
合
計
画
を
策
定
し
た
ほ
か
、
富
来
病
院
改
革
プ
ラ
ン

の
策
定
と
経
営
健
全
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
、
観
光
施
設
の

整
理
統
合
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
中
改
革
プ
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改
革
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の
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、
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の
あ
っ
た
主
な
取
り
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み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 第２次志賀町総合計画の策定と進行管理
将来の人口推計を踏まえ、今後 10 年 ( 平成 29 年度～ 38 年度 ) の目指すべきま
ちの将来像を明らかにし、これを実現するための施策の基本構想と基本計画など
を定めた第２次志賀町総合計画を策定しました。

◆ 公共施設等総合管理計画の策定と適正配置の推進
公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針と、施設類型ごとの管理
に関する基本的な方針を取りまとめた公共施設等総合管理計画を策定しました。

◆ 上水道事業経営戦略の策定と経営健全化
人口減少に伴う料金収入の減少や施設等の老朽化に伴う更新など、経営環境が厳
しさを増す中で安定した経営を推進していくため、合理的な投資計画と、その財
源の均衡を図る財政計画などをまとめた経営戦略を策定しました。

◆ 下水道事業経営戦略の策定と経営健全化
将来にわたり安定した経営を推進していくため、企業会計の導入を見据えた下
水道事業経営戦略を策定しました。また、経営状況などを分析し、適正な下水
道料金を検討した結果、合併協定に基づき、旧富来町の料金に統一する方針を
決定しました。

◆ 富来病院改革プランの策定と経営健全化
県が策定する地域医療構想を踏まえた新富来病院改革プランを策定したほか、
シーサイドヴィラ渤海と提携した人間ドックの宿泊プランにより、受診者の増
加と収益改善に努めました。

広報しか
2017.12

8



 03  健全財政確立に向けた取り組みの推進

 04  行政サービスの充実と見直し

◆ 指定管理者制度の効果的な活用

施設の有効活用と管理運営の効率化を図るため、総
合体育館をはじめとする体育施設８施設に平成 29
年度から指定管理者制度を導入することとし、ミズ
ノスポーツサービス㈱を指定管理者に選定しまし
た。

◆ コンビニ収納導入の検討

納税者などの利便性と収納率の
向上の観点から、税金や保険
料、使用料などのコンビニ収納
の導入に向けた検討を行い、平
成 30 年度から実施することを
決定しました。

◆ 観光施設の整理統合

老朽化した富来サイクリングターミナルを取
り壊したほか、リゾートエリア増穂浦内のモー
ビルハウス６棟を撤去し、新たにキャンピン
グカーゾーンを整備しました。

◆ 生涯学習施設の整理統合

空き施設の有効利用と施設の集約化の観点か
ら、熊野工芸工房での草木染、荒木ヶ丘工房
での陶芸教室の活動拠点を、旧福浦小学校に
移転しました。

◆ 放課後児童クラブ運営体制の見直し

志賀地域の２施設を統合した志賀放課後児童クラ
ブ、富来小学校内に富来放課後児童クラブを開設し、
職員配置の効率化や送迎バス運行経費の削減を図り
ました。

◆ 移住・定住促進対策事業の推進

賃貸可能な空き家情報の提供や不適切な管理状態
にある空き家の対策など、利活用を含めた空き家
等対策計画を策定しました。
また、分譲宅地「みらいとうぶ」の販売促進のほか、
賃貸住宅家賃助成制度、空家リフォーム再生等助
成制度を創設し、町外からの移住と若者定住を促
進しました。

◆ 町営住宅管理の適正化

今後 10 年の住宅政策の指針となる志賀町住生
活基本計画と公営住宅等長寿命化計画を策定し
ました。

◆ 借受財産 ( 土地 ) の解消

公の施設のあり方の見直し方針に基づき、
老朽化した富来勤労者体育センターを解体
し、借地を解消しました。

◆  健全な財政運営の推進

中期財政計画に基づき、計画的な基金の積み立てを実施し
ました。

　基金積立額：12 億 7,583 万円

主な財政指標　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
区　分 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

財政力指数　※ 1 0.78 0.74 0.70
経常収支比率  ※ 2 93.1 89.8 90.2
実質公債費比率  ※ 3 13.9 12.7 11.4

※ 1 行政運営に必要な経費を、どれだけ自前（町税など）で調達できているか
　　を示す指標
※ 2 町税などの収入に占める経常的な経費の割合
※ 3 町税などの収入に占める借入金の返済割合

基金残高（貯金残高）
区　分 平成 26 年度末 平成 27 年度末 平成 28 年度末

一般会計 95 億 7,997 万円 91 億 9,661 万円 93 億 5,229 万円
特別会計 10 億 2,647 万円 10 億 2,638 万円 10 億 8,233 万円

合　計 106 億    644 万円 102 億 2,299 万円 104 億 3,462 万円

町債残高（借入金残高）
区　分 平成 26 年度末 平成 27 年度末 平成 28 年度末

一般会計 100 億 5,996 万円 97 億 2,884 万円 95 億 2,848 万円
特別会計 134 億 2,683 万円 132 億 7,005 万円 128 億　229 万円
企業会計 36 億 8,025 万円 34 億 2,531 万円 31 億 4,571 万円

合　計 271 億 6,704 万円 264 億 2,420 万円 254 億 7,648 万円

税
金
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（２）職員の初任給の状況　　　　　　　（平成29年４月１日現在)

区　　　分 一般行政職 技能労務職
大　学　卒 167,600 円 ―
高　校　卒 146,100 円 143,500 円
中　学　卒 ― 135,500 円

 06　勤務時間そのほか勤務条件
（１）勤務時間の概要（窓口業務職員、一部施設勤務職員を除く）

（平成29年４月１日現在）

開始時刻 午前 8 時 30 分
休憩時間 正午～午後 1 時
終了時刻 午後 5 時 15 分

1 週間の勤務時間 38 時間 45 分
勤務を要しない日 土曜日・日曜日

（２）一般職員の年次有給休暇の取得状況
平成 28 年 平成 27 年

8.5 日 8.5 日

　年次有給休暇は1年につき20日付与されます。残日数は20日
を限度として翌年に繰り越すことができます。

（３）育児休業・部分休業、育児短時間勤務の状況（平成28年度）

区　分 育児休業 部分休業 短時間勤務
男　性 0 人 1 人 1 人
女　性 6 人 0 人 0 人

計 6 人 1 人 1 人

　職員は３歳に満たない子を養育するため、町長などの承認を受
けて、３歳に達する日まで育児休業を取得することができます。
　職員は小学校の就学の始期に達するまでの子を養育するため、町
長などの承認を受けて、部分休業の取得や当該職員が希望する日お
よび時間において勤務できる育児短時間勤務をすることができます。

（２）職員給与費（平成28年度普通会計決算）

職員数 給　　与　　費 一人当たり

Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ 給与費 B/A

242 848,308 88,537 319,457 1,256,302 5,191
人 千円 千円 千円 千円 千円

１ 職員手当には、退職手当は含まれていません。
２ 町長、副町長、議員などの特別職の給料、報酬などは含まれていません。
３  職員数は、平成28年4月1日現在の人数です。

（２）定員管理の数値目標（全会計）
平成27年４月１日～平成32年４月１日における定員管理の数値目標

平成27年4月1日
職員数

平成32年4月1日
職員数 増減数

337 人 335 人 △　2 人

 02　職員の平均給料月額、初任給
（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

（平成 29 年４月１日現在 )

区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 43.7 歳 305,600 円 334,500 円
技能労務職 52.3 歳 273,000 円 286,900 円

１　「平均給料月額」とは一般行政職および技能労務職の職員の基本給（給
料月額）の平均です。

２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
時間外勤務手当などの諸手当を合計したものの平均です。

03　期末・勤勉手当　　　（平成28年度支給割合）

区　　分 支給割合 加算措置
期末手当 2.60 月分 職制上の段階、職務の級などによる加

算・役職加算　５％～ 15％勤勉手当 1.70 月分

※勤勉手当の支給割合は成績率ごとに異なります。
　記載している支給割合は、平成28年度における平均的な支給 割合です。

 04　特別職の報酬　　　    （平成 28 年度）

特別職のうち町長、副町長、教育長、議会議員の給料、報酬、期末手当
区　分 給料・報酬月額 期末手当（支給割合）

町　　長 840,000 円 6月期　1.425 月分

12月期　1.775 月分

12計期　3.20 月分

副　町　長 625,000 円
教  育  長 595,000 円
議　　長 284,000 円

町長・副町長・教育長（職責加算40/100）

議長・副議長・議員（職責加算15/100）
副　議　長 244,000 円
議会議員 230,000 円

 05　職員数の状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由 ︵各年４月１日現在）

部　　門 平成29年（A) 平成28年（B) 増減数（A-Ｂ）
一般行政部門 217 人 215 人      ₂ 人

教育部門 27 人 28 人 △    1 人
公営企業会計など 85 人 85 人      ₀ 人

合計 329 人 328 人      ₁ 人
※短時間再任用含む

【主な増減理由】　・ふるさと創生室の設置等に伴う増
　　　　　　　　・校務員の退職不補充に伴う減

町職員の給与は、国家公務員や民間企業とのバランスを考慮し
て給与条例などで定められています。その内容や人事行政の運
営の状況、取り組みについて、より公平性と透明性を高めるた
め、広く町民の皆さんにお知らせします。

01　総括
（１）人件費（平成28年度普通会計決算）

人口 歳出額 実質収支 人件費 人件費率
（28 年度末） 　　　　Ａ 　　　　Ｂ Ｂ／Ａ

21,112 15,390,244 98,462 1,958,751 12.7
人 千円 千円 千円 ％

１ 人件費には、一般職の職員の給料や職員手当のほか、町長、副町長、
議員など特別職に属する職員の給料や報酬などを含みます。

２ 人口は、平成29年3月31日現在の住民基本台帳に基づいて記載しています。

給与　公表
など

町 

職 

員

※
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 07　分限・懲戒処分の状況
（１）分限処分の状況

区分 降任 免職 休職 降給
平成28年度 0 人 0 人 1 人 0 人
平成27年度 0 人 0 人 1 人 0 人
　分限処分は、心身の故障のため職務の遂行に支障がある場合
など、職責を充分に果たせないなどの一定の事由がある場合、
その職員に対して行われる処分です。

（２）懲戒処分の状況
区分 戒告 減給 停職 免職

平成28年度 0 人 0 人 0 人 0 人
平成27年度 0 人 0 人 0 人 0 人
　懲戒処分は、職員に非違行為があった場合や職務を怠った場
合、非行があった場合になされる処分です。

 08　公務災害などの状況
区　分 公務災害 通勤災害 計

平成28年度 2 件 0 件 2 件
平成27年度 2 件 0 件 2 件

　職員が公務災害、通勤災害を受けた場合に、受けた災害に対
する補償を迅速かつ公正に行い、併せて社会復帰の促進、職員
およびその遺族の援護を行う制度です。

 09　職員の健康診断など受診の状況
区　分

受診者（受診率）
平成28年度 平成27年度

一 般 健 康 診 断 292 人 291 人
胃 が ん 検 診   68 人   91人

大 腸 が ん 検 診 118 人 116 人
肺 が ん 検 診 282 人 285 人
人間ドック受診  33 人   21 人
　職員の福祉の増進と行政能率の向上を図るため、労働安全衛
生法および志賀町職員安全衛生管理規程に基づき健康診断を実
施し、職員の健康管理を図っています。

10　研修の状況
（１）町研修会・講習会　　　　 　　　　   ( 平成 28 年度）

研修会名 開催回数 受講者数
障害者差別解消法研修 1 回  34 人
新 規 採 用 職 員 研 修 1 回    9 人
そ の 他 庁 内 研 修 等 3 回  35 人

（２）派遣研修　　　　　　　　　　　　  ( 平成 28 年度）

研修区分 期　　間 受講者数
石 川 県 市 町 村 職 員 研 修 所 １日～４日 56 人
そ の 他 研 修 機 関 １日～３日 10 人
石 川 県 １年    2 人

　職員の勤務能率・資質の向上のため、各種研修会の開催、職
員研修所などへの派遣を実施しています。 問総務課　☎32-9311

問富来病院  泌尿器科　☎42-1122

｢トイレが近い｣ ことを
　　『歳のせいと』あきらめていませんか？

あきらめず、ひとりで悩まずに
　　一度、ご相談ください！

当院では必要に応じて、ＣＴ検査やＭＲＩ検査も可能です

　こんにちは。富来病院泌尿器科です。
　平成 25 年 10 月に泌尿器科が開設されてから 4 年が経ちました。尿の
トラブルに関する相談や男性の前立腺癌の検査などを行ってます。
　地域の皆さまのより快適な排尿のためにご活用ください。
　また、男性不妊専門の医師も隔週火曜日に診療を行っておりますので
ご相談の際は先ず、診療日などお問い合わせ下さい。

富来病院 泌尿器科からのお知らせ

〈診療日時〉
毎週火曜日：13：30 ～ 16：30
第 1.3.5 週土曜日：9：00 ～ 11：30

〈診療日時〉

・気になって旅行に行けない
・尿が漏れてしまう

・すっきりしない
・尿が途切れる

泌尿器科はどんなことをするの？
① 尿検査：尿の性質を分析し血尿や細菌が入っていないか調べます。

② 問診票：自分の体の事や排尿状況などを記入します。

③ 残尿検査：排尿後に膀胱の中に尿が残っていないか調べます。

④ エコー検査 ( 超音波 )：腎臓・膀胱の形や状態・結石の有無などを調べます。
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－ Lifelong Learning－　生涯学習だより－ Lifelong Learning－　生涯学習だより

　

11
月
３
日（
金
・
祝
）か
ら
５
日（
日
）ま
で
第
13
回
志
賀
町
文
化
祭
が
、

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
と
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
展
示
・
文
化
余
技
展
で
は
、
文
化
協
会
、
児
童
生
徒
、
グ

ル
ー
プ
教
室
、
愛
好
会
、
一
般
応
募
な
ど
に
よ
る
力
作
が
出
展
さ
れ
、

来
場
し
た
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
団

体
協
議
会
の
バ
ザ
ー
や
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
出
店
に
も
た
く
さ
ん
の

方
々
が
集
ま
り
、
活
気
あ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
の
文
化
の
日
に
は
、
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
式

典
、
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座
、
講
演
会
、
舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
仁
志
敏
久

氏
が
「
野
球
を
通
し
た
子
供
達
へ
の
教
育
」
と
題
し
講
演
さ
れ
、
ご

自
身
が
監
督
さ
れ
て
い
る
Ｕ
12
日
本
代
表
で
、
ど
の
よ
う
に
子
ど
も

た
ち
を
指
導
し
、
育
て
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
画
像
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
丁
寧
に
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
富
来
小
学
校
５
年
生
の
合
奏
に
始

ま
り
、
三
味
線
、
大
正
琴
、
合
唱
、
志
賀
小
学
校
４
年
生
に
よ
る
合

唱
・
合
奏
、
詩
吟
、
琴
、
民
謡
、
獅
子
舞
、
歌
謡
、
舞
踊
、
よ
さ
こ
い
、

太
鼓
な
ど
、
多
彩
な
舞
台
芸
能
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
展
・
出
演
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

茶道協会による茶会

仁志 敏久 氏による講演

富来小学校５年生による合奏

文化祭が盛大に開催！第13回

■
　

平
成
30
年
志
賀
町
成
人
式
　

■

　

平
成
30
年
志
賀
町
成
人
式
の
日
時
と
場
所
を
ご
案
内

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
11
月
１
日
、
対
象
者
の
ご
実
家
へ

招
待
状
を
送
付
し
ま
し
た
。
成
人
式
式
典
対
象
者
に
も

関
わ
ら
ず
招
待
状
が
届
い
て
い
な
い
人
や
、
ご
自
身
が

対
象
か
確
認
し
た
い
人
は
、
志
賀
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
成
人
式
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と　

き　

平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

受
付
開
始　

10
時
30
分

　
　
　
　
　

式
典
開
始　

11
時
00
分

●
と
こ
ろ　

能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

●
対　

象　

町
内
在
住
お
よ
び
町
内
の
小
学
校
ま
た
は

　
　
　
　
　

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、
今
年
度
20
歳

　
　
　
　
　

を
む
か
え
る
人
（
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

　
　
　
　
　
　

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

文

芸

教

室

夜
も
深
け
て
湯
殿
の
隅
で
ち
ち
ろ
鳴
く　
　
　

淵
端　

三
之

新
株
に
二
番
が
雨
に
濡
れ
て
い
る　
　
　
　
　

山
守　

宏
子

お
彼
岸
や
三
世
代
で
の
墓
参
か
な　
　
　
　
　
　
　

さ
ち
こ

友
と
行
く
友
の
墓
参
や
秋
深
し　
　
　
　
　
　
　
　

〃

松
手
入
米
寿
馴
れ
た
る
高
梯
子　
　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

木も
く
せ
い犀

の
甘
い
香
り
や
裏
通
り　
　
　
　
　
　
　

上
野　

末
子

芋
掘
り
や
雲
間
に
漏
る
ゝ
朝
の
月　
　
　
　
　
　
　

〃

存
分
に
佛
間
を
飾
る
背
戸
の
菊　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
い

煌
々
と
山
の
端
を
出
る
月
今
宵　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
子

園
児
等
の
無
垢
な
笑
顔
と
躍
動
に

　

我
が
子
が
よ
ぎ
る
秋
晴
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
雄

晴
れ
す
が
た
リ
ン
グ
ボ
ー
イ
の
わ
が
孫
は

　

り
り
し
く
歩
み
す
っ
と
差
し
出
す　
　
　
　
　
　

志
津
江

墓
碑
銘
に
昭
和
二
十
と
ル
ソ
ン
の
記

　

戦
没
記
録
誌
伯
父
の
名
捲め

く

る　
　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

減
反
の
声
に
押
さ
れ
て
植
え
た
柿

　

た
わ
わ
な
実
り
我
時
思
ふ　
　
　
　
　
　
　

坂
井　

新
一

様
々
な
日
々
を
送
り
て
老
な
り
の

　

道
を
た
ど
り
て
師
走
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

智
子

月つ
き

白し
ろ

や
山
門
下
る
下げ

た駄
の
音　
　
　
　
　
　
　

前
川
美
代
子

縁
あ
り
て
古こ

さ
つ刹

の
境に

わ内
に
月
拝
む　
　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

鐘
楼
の
杉
木
立
染
め
望も

ち

の
月　
　
　
　
　
　
　

浅
野　

照
子

齢よ
わ
い

百
今こ

よ
い宵

の
月
に
夢
託
す　
　　
　
　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

名
月
や
金き

ん
ぱ波

銀ぎ
ん
ぱ波

の
増
穂
浦　
　
　
　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

名
月
や
照
す
世
界
よ
平
和
な
れ　
　
　
　
　
　

屋
敷　

香
陽

境
内
の
翁
の
句
塚
月
の
友　
　
　
　
　
　
　
　

粟
津　

岳
陽

月
や
さ
し
ざ
わ
め
く
こ
こ
ろ
し
づ
も
り
ぬ　
　

藤
川　

増
野

御み
ど
う堂

に
て
名
月
仰
ぎ
句
を
ひ
ね
る　
　
　
　
　

玉
川
由
美
子

古
刹
な
る
阿
弥
陀
輝
く
月
光
か
な　
　
　
　
　

高
岩
み
つ
る

田
園
の
香
り
の
中
や
月
登
る　
　
　
　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

平
和
の
日
七
拾
二
年
今
日
の
月　
　
　
　
　
　

森
下
い
わ
お

お
月
さ
ま
御
機
嫌
な
な
め
隠
れ
ん
坊　
　
　
　

新
澤　

和
子

人
逝
き
ぬ
月
山や

ま

の
端は

に
日
は
海
に　
　
　
　
　

小
島　

史
子

問
生
涯
学
習
課　

☎
３
２
‐
９
３
５
０

富
来
俳
壇
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問志賀町立図書館　☎32-1740
問町立富来図書館　☎42-2777

休館日 　    12月４日㈪・11日㈪・18㈪
開館時間　志賀  平日 9:30 ～ 18:00、土日祝 9:30 ～ 17:00
　　　　　富来  平日 9:30 ～ 18:00、土日祝 9:30 ～ 17:00

【志賀町立図書館】　

◆おすすめの本◆
○『ディレクターズ・カット』　　　　　　　　 　歌野 晶午
　ワイド番組の人気コーナーで紹介される、若者たちの無分別な行動
は、実は有能な突撃ディレクターのやらせだった。それを知らないネ
クラな若い美容師が若者たちと交錯し、殺人鬼へと変貌する。ディレ
クターの思惑どおり、殺人鬼は生中継の現場にあらわれるのか !?

○『蘇える鬼平犯科帳』　　　　　　　　　　　　池波正太郎
　「鬼平」誕生から５０年。人気作家七人が「鬼平」に新たな命
を吹きこみ、現代に長谷川平蔵を蘇えらせた短編集。最後に池波
正太郎が選んだ短編も収録。鬼平ファンなら読みたい1冊です。

◆新着の本◆
【一般書】
○波濤の城 五十嵐貴久
○屍人荘の殺人 今村　昌弘
○森へ行きましょう 川上　弘美
○猫ヲ捜ス夢 小路　幸也
○武者始め 宮本　昌孝
○欺きの童霊 輪渡　颯介
○一〇五歳、死ねないのも困るのよ 篠田　桃紅
○浅き夢みし 佐伯　泰英
○覆面作家 大沢　在昌
○ミステリーロック 貴志　祐介
【児童書】
○にににんにんじん いわさゆうこ
○あたまがよくなる！

寝る前なぞなぞ　３６６日　 篠原　菊紀

◆新着のDVD
○モアナと伝説の海 アニメ映画

◆新着の CD 
○ＣＹＣＬＥ  ＨＩＴ １９９１～２０１７ スピッツ

  　　年末年始の休館のお知らせ
　12 月 28 日㈭から

１月４日㈭まで　　　　

おはなし会　12月6日㈬、20日㈬　16:00 ～ 17:00

クリスマスおはなし会＆図書館工房 
12月9日㈯　
   11:00 ～　牛乳パックでポコッとオーナメント

( 定員 20 人　参加費 300 円 )

   12:00 ～　クリスマスおはなし会

年末年始：12 月 28 日㈭から～１月４日㈭

12 / ３日 14:00 ～ 12/ ６日水 10:30 ～
　　20 日水 10:30 ～ 12 / 10 日 13:30 ～ 12 / 24 日 14:00 ～

将棋教室
　はじめてでも、やってみ
ませんか。将棋愛好会の人
が指導してくれます。

講師：将棋愛好会
定員：15 人　
対象：小学生

親子リトミック遊び
　音楽に合わせて親子で楽
しく体を動かしましょう。

指導：松本　有美先生
定員：15 組
対象：乳幼児親子

クッキング
　児童館で採れたさつまい
もを使います。
カレ－とお菓子を作ってみ
ましょう。

指導：住民課管理栄養士
定員：15 人　
対象：小学生

【 もってくるもの 】
  材料費  100 円、
  エプロン・三角巾・マスク

工作（正月飾りづくり）
正月用の飾りを作りましょう。

指導：児童館職員
定員：15 人
対象：小学生

休館日　17日㈰・23日 (土・祝）
年末年始12月29日㈮～１月３日㈬

開館時間　9:00 ～ 17:30

問志賀町児童館　☎ 32-1724

広報しか
2017.12
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